
(2) 駅北地区 

① 地区の概況と緑の課題 
位置図 ア 地区の概況 

 ・ 国・県の官公庁施設や教育施設がまとまって立地す

る市街地です。 

・ 文教地区のイチョウ並木が、特徴的な緑の景観を形

成しています。

・ 箱根西麓の丘陵地には昭和40年代に開発された低層

住宅団地が形成されています。（富士ビレッジ、芙蓉

台等）                     

 

イ 緑の課題 

・ 市の玄関口である三島駅北口周辺に存在する緑の活用や公園の設置等、駅周辺の整備とあわせ

た緑化が求められます。

・ イチョウ並木の延伸など、道路整備にあわせた緑化の推進が求められます。

・ 大場川、沢地川、徳倉宮川などの河川沿いに歩道や公園を整備するなど、市民が水に親しめる

空間づくりが求められます。

・ 緑の拠点となっている上岩崎公園を中心に大場川、沢地川、徳倉宮川などの河川を活かした、

緑と水のネットワークの充実が求められます。

・ 団地地区の公園は、地区住民の参画による再整備や管理などの検討が求められます。

② 方針 
南北に流れる大場川とその支流の沢地川、徳倉宮川の親水護岸化など親水性向上を図るため、

水辺の緑化・遊歩道・散策道の整備・ポケットパーク※・橋詰公園※等の整備を検討します。ま

た、上岩崎公園を中心にして、大場川や周辺の空閑地、寺社地等の活用や沿道の緑化等による一

体的な整備を促進し、緑の拠点の充実を進めます。 

ア 地区コンセプト 

“河川及び周辺の緑化・親水護岸化による緑環境づくり” 
 

イ 実現の方向 
○緑と水のクラスター※軸の形成（大場川等
の親水護岸化や、歩道・公園の整備等）

○上岩崎公園と大場川及び周辺空閑地を活用
した一体的な緑あふれる環境づくり

○三島駅周辺の既存の緑の活用、駅周辺整備
とあわせた緑化

○樹林地の保全
○計画道路の整備にあわせた適正な緑化
○河川と道路の接点となる場所の魅力化（大場
川、主要道路等の交点となる橋詰公園の整備
検討） 

※ ポポケットパーク：p.33 参照 
※ 橋詰公園：p.22 参照
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※ ククラスター：p.15 参照 



 

■方針図
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